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41年振りに新設される「国際教養学部」の概要と、
３つの新たな取り組みを紹介
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国際教養学部の学びのイメージ

日本および世界に生じている様々な事象を分析して自ら課題を発見

し、必要な知識を選択・統合することにより、日本の視点から課題を解

決する力を涵養するとともに、その解決策を世界へ発信する力を育成

⑥世界へ発信する力 ⑤課題解決する力

④選択した知識
を統合する力②課題を発見

する力

①日本および世界を分析する力

③必要な知識を選択する力

人文社会科学 自然科学 生命科学

平成28年春に、千葉大学10番目の学部として新設される国際教養学部。

グローバル人材のニーズが高まる中、社会で幅広く活躍できる国際人の育

成を目的とする同学部の概要やカリキュラム、卒業後の進路などについ

て、教育改革担当副学長の小澤弘明先生にお話をうかがいました。

「
国
際
教
養
学
部
」新
設
の
背
景

時
代
の
要
請
に
応
え
て
41
年
ぶ
り
に

新
学
部
創
設

　

全
学
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
す
る
千
葉
大
学
で
は
、平
成

24
年
に
国
際
化
方
針「
グ
ロ
ー
バ
ル・キ
ャ
ン
パ
ス・千
葉
大
学
」を

策
定
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
制
度
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
充
実
さ
せ
て
き
ま
し
た
。平
成
26
年
度
に
は
文
部
科
学
省
の

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学
創
成
支
援
」の
タ
イ
プ
Ｂ（
グ
ロ
ー
バ

ル
化
牽
引
型
）に
採
択
さ
れ
、そ
の
中
で
新
し
い
学
び
の
形
と
し

て
構
想
さ
れ
た
の
が
国
際
教
養
学
部
で
す
。

　

近
年
、国
際
教
養
学
部
の
新
設
は
全
国
的
な
傾
向
で
す
が
、国

立
大
学
と
し
て
は
千
葉
大
学
が
初
め
て
。実
に
41
年
ぶ
り
の
新

学
部
創
設
で
、時
代
の
要
請
に
応
え
る
も
の
だ
と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、同
学
部
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
推
進
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
学
部
と

位
置
づ
け
、ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、

新
し
い
試
み
で
成
果
が
上
が
っ
た
も
の
は
、全
学
展
開
も
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
国
際
教
養
学
部
」の
特
徴 

Ⅰ

総
合
大
学
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
た

学
び
を
創
出

　

国
際
教
養
学
部
の
特
徴
を
大
き
く
3
つ
挙
げ
る
と
、①
文
理

混
合
、②
課
題
解
決
型
、③
学
び
の
新
し
い
形
態
、と
な
り
ま

す
。

　

従
来
の
国
際
教
養
教
育
は
文
系
が
主
流
で
し
た
が
、国
際
的

な
課
題
解
決
に
は
科
学
的
な
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。そ
こ

で
、千
葉
大
学
の
国
際
教
養
学
部
で
は
、文
理
混
合
の
教
育
を

目
指
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、総
合
大
学
と
し
て
、人
文
社
会
科

学
、自
然
科
学
、生
命
科
学
を
カ
バ
ー
す
る
学
部
と
そ
こ
で
培
わ

れ
た
教
育
資
源
を
持
つ
千
葉
大
学
だ
か
ら
こ
そ
の
強
み
と
言
え

ま
す
。

　

課
題
解
決
型
と
い
う
の
は
、最
初
か
ら
決
め
ら
れ
た
学
問
分

野
を
出
発
点
と
す
る
の
で
は
な
く
、課
題
認
識
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
、そ
の
解
決
の
た
め
の
知
識
を
選
択
し
、解
決
能
力
を
育
む

教
育
で
す
。従
来
の
履
修
体
系
か
ら
の
発
想
の
転
換
と
言
っ
て

も
い
い
で
し
ょ
う
。

「
国
際
教
養
学
部
」の
特
徴 

Ⅱ

パ
イ
ロッ
ト
学
部
な
ら
で
は
の

新
し
い
取
り
組
み

　

続
い
て
、学
び
の
新
形
態
に
つ
い
て
は
、新
学
部
な
ら
で
は
の
試

み
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、こ
の
学
部
で
は
、ナ
ン
バ
リ
ン
グ
と
い
う
考
え
方
を
重

視
し
ま
す
。ナ
ン
バ
リ
ン
グ
と
は
、難
易
度
に
よ
っ
て
科
目
に
特
定

の
番
号
を
振
り
、学
生
が
各
自
の
能
力
や
進
捗
に
合
わ
せ
て
、自

分
で
履
修
科
目
を
決
め
て
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、学
び
の
自

由
度
を
高
め
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、S
U
L
A
の
新
設
が
あ
り
ま
す
。S
U
L
A
と
は
、

Super U
niversity Learning A

dm
inistrator

の
略
で
、課

題
検
討
や
留
学
時
期
な
ど
、学
生
が
困
っ
た
と
き
に
相
談
に
乗

り
、適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
教
育
支
援
専
門
職
員
の
こ
と
で

す
。10
年
後
に
は
全
学
で
1
2
0
名
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
国
際
教
養
学
部
」の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

9
科
目
群
で
身
に
つ
け
る
課
題
解
決
能
力

　

カ
リ
キ
ュラ
ム
の
構
成
に
つ
い
て
は
、図
の
よ
う
に
9
科
目
群
と

な
っ
て
い
ま
す
。図
の
中
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
メ
ジ
ャ
ー
、

現
代
日
本
学
メ
ジ
ャ
ー
、総
合
科
学
メ
ジ
ャ
ー
の
3
つ
が
具
体
的

な
学
習
の
中
心
と
な
り
ま
す
。い
ず
れ
か
1
つ
を
選
ぶ
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、各
メ
ジ
ャ
ー
の
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
れ
に
よ
り
知
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

フ
ィ
ー
ル
ド
科
目
と
ワ
ー
ル
ド
科
目
は
、現
場
で
の
実
践
を
行
う

科
目
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

●
普
遍
教
育
科
目

―
さ
ま
ざ
ま
な
学
問
領
域
に
触
れ
、研

究
を
行
う
基
礎
や
学
問
の
基
盤
を
形
成
す
る
。

●
俯
瞰
科
目
―
国
際
教
養
学
の
入
門
と
し
て
分
野
や
領
域

に
と
ら
わ
れ
ず
全
体
を
見
る
目
を
養
う
。

●
ス
キ
ル
形
成
科
目
―
語
学
や
研
究
手
法
な
ど
、国
際
教
養

を
学
ぶ
上
で
必
要
と
な
る
技
能
を
修
得
す
る
。

●
フ
ィ
ー
ル
ド
科
目
―
学
外
で
の
活
動
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

な
ど
を
中
心
に
、実
際
に
現
場
に
出
て
実
践
を
行
う
。

●
ワ
ー
ル
ド
科
目
―
各
自
の
志
向
に
応
じ
た
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

ド
の
留
学
を
中
心
に
世
界
を
体
感
す
る
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
メ
ジ
ャ
ー

―
グ
ロ
ー
バ
ル
な

問
題
の
背
景
と
構
造
を
理
解
し
、そ
の
解
決
に
必
要
な
知
識

を
修
得
し
ま
す
。

●
現
代
日
本
学
メ
ジ
ャ
ー

―
日
本
の
技
術
、文
化
、社
会
の

課
題
を
理
解
し
、そ
れ
を
も
と
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
の
分
析

に
つ
な
げ
る
知
識
を
修
得
し
ま
す
。

●
総
合
科
学
メ
ジ
ャ
ー

―
諸
科
学
の
基
礎
を
理
解
し
、そ
の

中
か
ら
解
決
す
べ
き
課
題
へ
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の

発
見
を
目
指
し
ま
す
。

●
メ
ジ
ャ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
従
来
の
卒
業
研
究
や
卒
業

論
文
の
枠
を
超
え
、グ
ル
ー
プ
研
究
で
問
題
解
決
の
実
践
を

行
う
。

「
国
際
教
養
学
部
」、卒
業
後
の
進
路

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
活
躍
で
き
る

人
材
づ
く
り

　

国
際
教
養
学
部
の
目
的
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
あ
り

ま
す
が
、卒
業
後
の
進
路
は
海
外
だ
け
を
念
頭
に
置
い
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。地
域
の
中
に
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
は

あ
り
ま
す
し
、こ
の
学
部
で
身
に
つ
く
、課
題
を
発
見
し
解
決
し

て
い
く
能
力
は
、ど
ん
な
場
所
で
も
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
は
、企
業
や
自
治
体
の
国
際
部
門
、企
画
部
門
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。ま
た
、工
学
デ
ザ
イ
ン
の
演
習
も
行
う
の

で
、デ
ザ
イ
ン・シ
ン
キ
ン
グ
を
身
に
つ
け
、I
T
系
の
デ
ザ
イ

ナ
ー
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
や
ア
ー
ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
の
活
躍
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

新
設
学
部
な
の
で
大
学
院
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、学
部
で
見
つ

け
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
大
学
院
に
進
ん
で
専
門
性
を
深
め
れ
ば
、

国
際
公
務
員
や
N
G
O
の
職
員
へ
の
道
も
開
け
る
で
し
ょ
う
。

入
学
を
希
望
す
る
皆
さ
ん
へ

ま
す
ま
す
高
ま
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
重
要
性

　

国
際
教
養
学
部
は
、従
来
の
文
系・理
系
と
い
う
分
け
方
を

し
て
い
な
い
の
で
、受
験
科
目
の
構
成
も
自
由
度
が
高
ま
り
ま

し
た
。自
分
に
合
っ
た
受
験
科
目
を
選
べ
る
の
は
、こ
れ
か
ら
大

学
受
験
を
迎
え
る
高
校
生
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
に
な
り

ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
学
部
な
の
で
、特
に
英
語

を
重
視
し
て
お
り
、外
部
検
定
試
験
で
の
ス
コ
ア
に
応
じ
た
加

点
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、90
名
の
募
集
の
う
ち
の
10
名
は
特
色

入
試
と
し
て
、小
論
文
と
英
語
の
面
接
の
み
で
の
選
考
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

複
雑
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
を
解
決
で
き
る
人
材
は
、

今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
お
り
、国
際
教
養
学
部
が
果
た
す

べ
き
役
割
は
大
き
い
と
言
え
ま
す
。社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
、

世
界
に
目
を
向
け
ら
れ
る
学
生
の
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

国際教養学部
グローバル人材を育成する

が誕生

※コース・ナンバリング・システム（平成27年度導入）によるナンバリングコード

メジャープロジェクト科目課題解決
・実践
300 - 400

フ
ィ
ー
ル
ド
科
目
・

ワ
ー
ル
ド
科
目

課題解析
200 - 400

課題発見
※100 - 200

ス
キ
ル
形
成
科
目

俯瞰科目

普遍教育科目

グローバルスタディーズ
メジャー科目

現代日本学
メジャー科目

総合科学
メジャー科目

先端科学・技術・社会
生命・倫理・医療

サイエンスコミュニケーション

技術・産業・デザイン
文化・芸能・スポーツ
地方創生・社会変動

移住・交通・自然史
環境・生態・自然災害
国際・紛争・人道支援

「国際」 ＋ 「日本」 ＋ 「科学」を混合（ブレンド）

体験から
実践へ 方法修得 知識修得
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● 先進予防医学が目指す、病気予防のイメージ

● 先進予防医学共同専攻（共同大学院）における３大学の連携

新たな取り組みが始まる

千葉大学・金沢大学・長崎大学による
先進予防医学共同専攻（共同大学院）を設置

　千葉大学では、「つねに、より高きものをめざして」の理念のもと、

時代に応じたさまざまな“学び”のあり方を検討、実践し、学生の皆さんに提供してきました。

そして、平成28年春には、前ページで紹介した国際教養学部の新設だけでなく、

さらに３つの新たな取り組みがスタートします。

フィールドワーク、インターンシップのイメージ（左：上海城隍廟、右：モスクワ大学の学生と交流）

　平成２８年４月１日に千葉大学・金沢大学・長崎大学の国立３大
学による「先進予防医学共同専攻（共同大学院）」を設置すること
となりました。この共同大学院は、各大学の役割と責任はまったく
同等という大原則により設置され、３大学の強みを結集して、０次
予防から３次予防までを包括した「個別化予防」を実現する「先進
予防医学」を掲げ、それを実践できる専門家を共同で養成します。
また、インターネットおよび多様なメディアを駆使した授業、柔軟
なカリキュラム編成、きめ細かな履修指導により働きながらの履
修も十分に可能な体制を整えることとしています。
　千葉大学では、大学院医学薬学府に新たな専攻「先進予防医学
共同専攻（４年博士課程）：入学定員１０名」として設置、授与する
学位は、「博士（医学）」となります。

【目指すもの】
　「先進的な予防医学を目指して」－少子・超高齢社会の到来、生
活環境の変化、経済的格差の拡大などを背景とした医療・保健に
関する諸課題を解決し、活力ある社会の発展・成長に向け、予防
医学の新たな教育研究拠点の形成と人材育成に取り組みます。

【共同大学院の特色】
　本共同大学院は、千葉大学、金沢大学、長崎大学の国立３大学
が持つ強み、マクロ環境評価・解析（千葉大学）、オミクス解析（金
沢大学）、情報医工学（長崎大学）を組み合わせたカリキュラムを
編成します。併せて3大学が有する国内・海外拠点のフィールド活
用や、地理的に離れた地域のデータの集積・標準化などを行うこ
とにより、本共同大学院の設置趣旨に適う教育研究・人材育成の
基盤が担保できると考えています。

【０次予防の概念を加えた兆し前からのアプローチ】
　従来の予防医学で実施していた１次から３次までの予防段階
に加え、発病前の段階から罹患を予測し未然に予防する「０次予
防」の概念を加えた、新たな方法論を確立します。０次予防から３
次予防を相互に関連付け、統合的に扱うことで、免疫疾患、生活習
慣病、精神・神経疾患、希少疾患などの発病の可能性を低減させ
ることを目指します。

オミクス解析・情報医工学・
マクロ環境評価解析を駆使して、

０次予防～３次予防までを
包括した「個別化予防」の

実践を目指す
０次予防

ゲノム・環境 先進予防医学

オ
ミ
ク
ス
解
析
〜

情
報
医
工
学
〜

マ
ク
ロ
環
境

オ
ミ
ク
ス
解
析
〜

情
報
医
工
学
〜

マ
ク
ロ
環
境

３次予防
疾病の再発予防、薬剤副作用予防

２次予防
疾病の早期発見

１次予防
生活習慣

● ２つの専攻の概要

教育学研究科に、専門職学位課程（教職大学院）
高度教職実践専攻を新設

　教育学研究科は、平成28年度に専門職学位課程（教職大学院）
高度教職実践専攻を新設し、修士課程学校教育学専攻と2専攻に
なります。

１．専門職学位課程（教職大学院）の特徴
―教育現場の現代的課題に対応できる高度専門職業人を養成

　教職大学院は、教育の現代的課題に取り組む2つの分野を設け

ます。まず1つは、スクールマネジメント分野です。この分野では、
学級経営・学校経営に関して学内外でリーダー的な役割を果たせ
る教員、教育行政および学校のミドルリーダーとして活躍できる
教員、さらに、チームとして学校の諸課題に取り組める教員を養
成します。もう一つは学校教育臨床分野です。この分野では、生徒
指導・教育相談・進路指導上の諸課題を総合的に理解し、適切な
指導ができ、学校現場で中心的に活躍できる教員、さらに、様々な
問題行動や不適応行動やその対処方法を理解し、問題解決に当
たることができる教員を養成します。入学者は現職教員、教育行政
に携わる人、教員免許状を持つ学部卒業生を対象としています。

２．修士課程（学校教育学専攻）の特徴
―専門領域の教育・研究に関して高度な実践的能力を持った人材を養成

　修士課程は、専門領域の教育・研究を深めるための5つの系を
設けます。教育発達支援系、横断型授業づくり系、言語・社会系、理
数・技術系、芸術・体育系です。学校心理、特別支援、幼児教育、養
護についての実践的な能力のある人材、先進的な教育実践を開
発できる人材、教科などの実践的な指導方法を探究できる人材、
さらに、教科等の専門の内容を深く探究できる人材を養成しま
す。入学者は現職教員、学部卒業生、留学生など多様な人々を対
象としています。

文学部が4学科から1学科体制に改編
新たに設けられる「人文学科」4コースに移行

　平成28年４月、文学部は従来の４学科体制（行動科学科、史学
科、日本文化学科、国際言語文化学科）を改編し、１学科（人文学
科）４コース（行動科学コース、歴史学コース、日本・ユーラシア文
化コース、国際言語文化学コース）に移行します。
　１学科改組の大きな目的は、人文科学のいかなる分野を学ぶ
場合にも基礎として修得すべき教養的な共通基礎科目を学部の
総力を挙げて強化するためです。とりわけ、国際性を涵養し、地域
社会や自身のキャリアを展望するための科目群、あるいは、人文
科学の専門性を現実の社会に架橋していくための基礎的訓練と
してのフィールドワーク、インターンシップなどの実践的、応用的
科目群の充実を図ります。これらの新しい共通基礎科目によって、
激動する世界にたじろぐことなく向かい合うことのできる知的基
盤を獲得することを期しています。
　一方、１学科改組後も、これまでと同様、学生はあらかじめ学び
たい「コース」を選択して受験し、入学した後には必ず自身が選択
した「コース」で勉学を続けることが保証されます。これまで設置
されていた４学科は、従来の学問体系の中で蓄積されてきた方法
論に基づく大きな区分です。したがって、改組後においても、従来
の４学科の学問体系を継承する４コースを設けて、専門性を深め

ていくことのできる教育課程を用意しています。ただし、「コース」
には厳密な定員を設けませんので、希望すれば在学途中におい
て、入学時に選択したコースから別のコースへと移動することも
一定の範囲で可能になります。
　新しい文学部の教育体制は、現代社会において求められる幅
広い教養と、人文科学の伝統に根ざした深い専門性を両立させ、
受験時に選択したコースで確実に学ぶことができる安心と、入学
後にコースを再選択できる挑戦とを両立させることができる柔
軟な構造です。千葉大学文学部では、学生による知的好奇心の徹
底的な追求を支援したいと願っています。

【医学分野での強み】
マクロ環境医学／免疫環境医学／
サスティナブル環境健康学

【医学分野での強み】
ミクロ診断学／ＤＮＡチップ診断／
テーラーメイド予防医学

【医学分野での強み】
放射線健康リスク制御学（国際放射線保健医療研究）／
情報工学（神経情報学）／離島・へき地医療学

首都圏に位置する総合大学として、世界を先導する創造的な教
育・研究活動を通し「生命のいっそうの輝きをめざす未来志向
大学」として、たゆみない挑戦を続けています。

21世紀の時代を切り拓き世界の平和と人類の持続的な発展
に資するために、「地域と世界に開かれた教育重視の研究大
学」をめざしています。

日本の西洋医学発祥の地として、長崎に根づく伝統的文化を継
承し、豊かな心を育み、地球の平和を支える科学を創造し、世
界にとって不可欠な「知の情報発信拠点」であり続けます。

長崎大学金沢大学千葉大学

つねに、より高きものをめざして 地域と世界に開かれた教育重視の研究大学 社会の調和的発展に貢献する大学

医学薬学府 医歯薬学総合研究科

先進予防医学共同専攻［４年制博士課程］

先端医学薬学専攻

先進予防医学共同専攻［４年制博士課程］ 先進予防医学共同専攻［４年制博士課程］

医療科学専攻

放射線医療科学専攻

共同教育課程（赤枠内で同一の教育カリキュラムを持つ）

共同大学院

先進予防医学研究科

医薬保健学総合研究科

教育学研究科

専門職学位課程（教職大学院）
（高度教職実践専攻） 定員20名

学校教育臨床分野
学校の臨床的課題を担当する

専門家を養成

スクールマネジメント分野
学校経営を担う

スクールリーダーを養成

学校・地域の課題へ取り組む実践研究

グローバル対応
リーダープログラムへの取り組み

修士課程（学校教育学専攻）
定員59名

芸術・体育系
表現、感性、創造

教育発達支援系
学校心理、特別支援、幼児教育、学校保健

横断型授業づくり系
地域連携、現代的課題

言語・社会系
文化、社会、言語

理数・技術系
自然、テクノロジー
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「俯瞰力」

千葉大学を新生する4つの改革

人間力育成のための3つの力

▶国際教養学部の設置【現在の教養教育を改革しグローバ
ルな教養教育を国際日本学を中心に推進】▶共学教育の拠
点設置【チームで課題を解決するプロジェクト型融合教育＋
英語での日本人・留学生の共学を実現】▶全学教育運営支援
組織の構築【教員と職員の中間的な存在となる新たな人材
SULA（Super University Learning Administrator）を育成
し、学生一人一人に対応したきめ細やかなサポートを実現】
▶教職員の資質能力をグローバル化【海外でのFD・SD研修
を積極的に推進し、教職員改革でグローバル化】

▶飛び入学の拡大【より多くの学部で飛び入学者を受け入
れる】▶多様な入試の実施【国際バカロレア入試に対応】▶

学事暦の見直し【クォーター制の導入：サマースクールなど
に参加しやすくする】▶学内教育制度の国際標準化【コース・
ナンバリング・システム：担当学部・難易度・履修すべき順番
などが一目でわかる＋シラバスの英語化：海外から留学し
たい学生にもわかりやすいシラバス＋デジタルポートフォ
リオの導入：学生一人一人の学修をきめ細かく手助けする】

▶海外キャンパスの設置（予定）【バンコクに設置】▶アライ
アンス交流の推進【アセアン大学ネットワーク(AUN)やイギ
リスのラッセルグループなど世界の多様なアライアンス
（連合）との連携】

▶ダブルメジャー制度によるイノベーション人材育成
【TOKUHISA SCHOOL】▶留学のための飛び入学「国際教
養学プログラム」設置【国際教養学部で実施】▶国際日本学
の必修化【6単位必修】▶セメスター派遣・受入プログラム▶

大学院ダブルメジャー・メジャーマイナー・プログラム

「発見力」 「実践力」

千葉大学では、人間力を身につけるために、３つの力を育成します。俯瞰力育成は、国際日本学を中心とした全く新しい教養教
育で実現します。発見力は、進化したアクティブラーニングによるイノベーション教育で実現します。そして、発見した課題を積
極的に解決できるような実践力のある「プロフェッショナル人材」の育成を目指します。

千葉大学を新生する4つの独自目標

プログラム改革による新生 グローバル・ネットワーク改革による新生

ガバナンス改革による新生 学修制度改革による新生

700科目に及ぶ英語によ
る授業を国際教養学部で
実施します。そのために、
外国人教員の比率を上げ
たり、留学生との共同学習
プログラムを拡大させま
す。シラバスも日英の二言
語化を目指します。

700科目
入学定員の50%に相当
する1,200人の学生を海
外に送り出す計画です。そ
のために、海外キャンパ
スの設置や短期プログラ
ムの充実を図り、海外の
卒業生と連携を取りなが
ら拡大させていきます。

50%
3,000人の留学生を受け
入れます。日本の文化体
験プログラムから様々な
専門の短期集中プログラ
ムを充実させ、サマープ
ログラムも並行して開講
します。多様で多彩なプロ
グラムを展開します。

3000人
「飛び入学」と言えば千葉
大学ですが、新たに留学
専用の飛び入学を実施し
ます。それ以外にも国際バ
カロレア入試や海外での
入試を実施し、多様な入
試で入学定員の10%＝
240人を選抜します。

10%

千
葉
大
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

〜
ト
ビ
タ
テ
！ 

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜 

に
参
加
し
て

法経学部総合政策学科4年
（留学時は3年）

吉谷 真子さん

多様性人材コース

インドネシア

留学コース

留学先

　

昨
年
、文
部
科
学
省
が
中
心
と
な
り
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た「
官
民
協

働
海
外
留
学
支
援
制
度
〜
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

日
本
代

表
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
」（
以
下
、ト
ビ
タ
テ
！
）。千
葉
大
学
か
ら
は
12
人

が
選
出
さ
れ
、各
メ
ン
バ
ー
が
充
実
し
た
留
学
生
活
を
体
験
し
ま
し

た
。今
回
は
そ
の
１
人
で
あ
る
吉
谷
真
子
さ
ん
に
留
学
の
感
想
や
得

た
も
の
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
で
の〝
学
び
〞と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

私
は
、ア
ジ
ア
の
社
会
保
障
や
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、平
成
26

年
８
月
か
ら
27
年
１
月
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
に
留
学
し
ま
し

た
。ト
ビ
タ
テ
！
で
は
、綿
密
な
プ
ラ
ン
と「
こ
れ
を
や
る
！
」と
い

う
熱
意
が
選
考
基
準
に
な
る
た
め
、社
会
保
障
に
つ
い
て
の
本
を
読

ん
だ
り
、自
分
の
考
え
を
友
人
に
話
し
て
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
指
摘

し
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
計
画
を
練
り
ま
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
で
は
、開
発
経
済
学
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

が
、授
業
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、日
本
が
第
二
次
世
界
大

戦
中
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
統
治
し
て
い
た
時
代
の
こ
と
に
つ
い
て
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。授
業
後
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人
の
友
人
に
日
本
が
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、過

去
は
過
去
と
し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
一
方
で
、独
立
後
に
イ
ン
フ

ラ
整
備
な
ど
の
面
で
援
助
を
行
っ
て
お
り
、総
じ
て
日
本
の
イ
メ
ー

ジ
は
悪
く
な
い
と
言
っ
て
も
ら
え
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

留
学
期
間
終
了
後
に
は
ス
マ
ラ
ン
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
で
、10
日
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
体
験
し
ま
し
た
。内
容

は
、性
労
働
に
従
事
す
る
母
親
を
持
つ
子
ど
も
と
の
遊
び
を
通
し
て

マ
ナ
ー
を
教
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。社
会
保
障
と
教
育
の
両
方
に

関
わ
っ
て
く
る
こ
と
な
の
で
、と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
で
は
な
く

個
別
の
課
題
か
ら
社
会
を
改
善
し
た
い

ト
ビ
タ
テ
！
１
期
生
と
し
て
同
時
期
に
留
学
し
た
仲
間
た
ち
と

は
今
も
交
流
が
あ
り
ま
す
。私
は
ア
ジ
ア
の
社
会
保
障
を
学
ぶ
た
め

に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
行
き
ま
し
た
が
、福
祉
が
充
実
し
て
い
る
北
欧

へ
留
学
し
た
人
と
連
絡
を
取
っ
て
、学
ん
だ
内
容
を
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。こ
の
よ
う
に
、学
び
を
シ
ェ
ア
し
て
活
か
し
合
う
こ

と
が
で
き
る
の
は
ト
ビ
タ
テ
！
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま

す
。留

学
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
経
験
し
て
、一
番
大
き
か
っ
た
収
穫
は
、

自
分
な
り
の
ス
タ
イ
ル
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、友
人
と
将
来
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し

て
い
る
と
き
に
言
わ
れ
た「
あ
な
た
は
何
が
し
た
い
の
？
」と
い
う
言

葉
で
す
。私
は
も
と
も
と
幅
広
く
関
心
を
持
つ
タ
イ
プ
で
す
が
、こ
の

言
葉
が
き
っ
か
け
で
何
か
軸
に
な
る
も
の
を
見
つ
け
る
必
要
性
を
感

じ
、１
カ
月
ほ
ど
悩
み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、た
ど
り
着
い
た
答
え
は
、政
策
や
制
度
と
い
っ
た
マ
ク

ロ
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、個
別
の
課
題
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、現
場
で

人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
す
。

私
は
今
、就
職
活
動
中
で
す
が
、こ
の
ス
タ
イ
ル
が
活
か
せ
る
よ
う

に
意
識
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。教
職
に
就
い
て
子
ど
も

た
ち
に
社
会
の
仕
組
み
を
教
え
た
り
、金
融
業
に
就
職
し
て
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
企
業
を
支
援
し
た
り
、社
会
保
障
や
教
育
と
い
っ
た
分
野
に

自
分
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
れ
る
か
を
じ
っ
く
り
考
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

“留学を考えている方へのメッセージ”
海外生活を体験しておくのは、
自分がやりたいことを

見つめ直すいい機会になります。
留学に不安のある人こそ、

思い切って飛び立ってみてください。

千葉大学は

4つの
改革

3つの
力

+

+
4つの
独自目標

で
グ
ロ
ー
バ
ル
を

目
指
し
ま
す
！

10
年
後
の
未
来
に
皆
さ
ん
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？

千
葉
大
学
は
、世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
を
実
現
し
ま
す
！

千
葉
大
学
で
日
本
を
代
表
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

（シチゴサン タス イチ）
753+1計画

http://www.chiba-u.ac.jp/global/

留学などの各種グローバル人材育成プログラムに

興味がある方は、以下のページをご覧ください。

「グローバル・キャンパス・千葉大学」に参加しよう！

▶

ジョグジャカルタの
　若者のアートの前で

▶

世界遺産ボロブドゥールで
　インドネシア人にインタビューを受けて

▶ 地方の小学校で文化交流
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製
品
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
│
デ
ザ
イ
ン
科
学
専
攻
│

WELCOME

研究室
訪問 10

千葉大学
大学院

工学研究科

千葉大学でプロダクトデザインを学び、トヨタ自動車でカーデザ
イナーを務め、デザインの第一線を退いたのち、千葉大学の製品
デザイン研究室に着任した林孝一教授。後進の育成の重要性と
学生の可能性を実感しているという林先生にお話を伺いました。

―
―
先
生
が
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
研
究
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
で
カ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
活

か
し
、ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
を
主
軸
に
据
え
た
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
と

は
、文
字
通
り
人
間
の
移
動（
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）に
関
す

る
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
る
研
究
分
野
で
す
。

　

製
品
デ
ザ
イ
ン
研
究
室
で
は
、車
や
公
共
交
通
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、自
転
車
や
車
い
す
な
ど
の
新
し
い
形
や
機
能
に
つ
い
て
も
研
究

対
象
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
て
も
単
に
見
た
目

を
良
く
す
る
だ
け
で
な
く
、高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
と
い
っ
た
社
会

的
な
ニ
ー
ズ
、３
Ｄ
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
使
っ
た
新
し
い
デ
ザ

イ
ン
手
法
な
ど
、研
究
範
囲
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

―
―
先
生
ご
自
身
も
千
葉
大
学
大
学
院
の
工
学
研
究
科
の
ご
出
身
で

す
が
、カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
志
し
た
き
っ
か
け
は
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

カ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
魅
力
に
初
め
て
触
れ
た
の
は
、中
学
生
の
頃
に

い
す
ゞ
の
１
１
７
ク
ー
ペ
と
い
う
車
を
見
た
こ
と
で
す
ね
。イ
タ
リ

ア
の
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
・
ジ
ウ
ジ
ア
ー
ロ
に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
で
、今

で
も
フ
ァ
ン
の
多
い
車
で
す
が
、私
に
と
っ
て
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、大
学
受
験
で
進
路
を
考
え
て
い
た
と
き
に
、千
葉
大
学

工
学
部
に
工
業
意
匠
学
科
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、興
味
を
持
ち
ま
し

た
。入
学
時
か
ら
明
確
に
カ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
目
指
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、就
職
を
検
討
す
る
時
期
に
な
り
、改
め
て
自

分
が
や
り
た
い
こ
と
を
考
え
た
と
き
、車
の
デ
ザ
イ
ン
な
ら
続
け
ら

れ
る
と
思
い
、ト
ヨ
タ
自
動
車
へ
の
就
職
を
決
め
ま
し
た
。

―
―
ト
ヨ
タ
自
動
車
か
ら
教
員
と
し
て
大
学
に
移
ら
れ
た
経
緯
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

千
葉
大
学
か
ら
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
客
員
教
授
と
し
て
人
材
が
欲

し
い
と
い
う
話
が
あ
り
、私
に
白
羽
の
矢
が
立
っ
た
の
が
き
っ
か
け

で
す
。私
は
教
員
と
い
う
柄
で
は
な
い
の
で
、最
初
は
お
断
り
し
て

い
た
の
で
す
が
、思
い
直
し
て
２
０
１
０
年
に
客
員
教
授
と
な
り
、

昨
年
か
ら
正
式
に
教
授
職
に
就
き
ま
し
た
。考
え
を
変
え
た
の
は
、

私
自
身
が
す
で
に
管
理
職
と
な
り
、デ
ザ
イ
ン
の
最
前
線
か
ら
離
れ

て
い
た
た
め
、学
生
を
育
成
し
て
社
会
に
送
り
出
す
仕
事
に
新
し
い

意
義
を
見
出
し
た
か
ら
で
す
。

　

実
は
、私
が
学
生
時
代
に
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
入
社
す
る
直
接
の

き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
の
は
、当
時
、工
業
意
匠
学
科
の
教

授
で
あ
っ
た
森
本
眞
佐
男
先
生
と
い
う
方
な
の
で
す
が
、こ
の
方
も

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
デ
ザ
イ
ン
部
長
か
ら
教
員
に
転
身
さ
れ
た
方
で

し
た
。そ
う
い
う
意
味
で
は
縁
を
感
じ
ま
す
し
、私
も
若
い
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
背
中
を
押
す
役
割
を
果
た
し
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

私
が
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
て
感
じ
た
の
は
、自
分

の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
満
足
し
て
し
ま
っ
た
ら
、そ
れ
以
上
の
成
長
が

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
演
奏
家
が
練
習
を
怠
る

と
す
ぐ
に
腕
が
落
ち
て
し
ま
う
の
と
同
様
、常
に
向
上
す
る
と
い
う

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
持
つ
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考

え
て
い
ま
す
。教
員
に
な
っ
て
み
て
改
め
て
思
う
の
は
、千
葉
大
生

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
で
す
。ど
の
学
生
も
こ
れ
か
ら
伸
び
し
ろ

は
十
分
に
あ
り
ま
す
の
で
、自
分
の
可
能
性
を
信
じ
て
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

林孝一（はやし・こういち）
千葉大学大学院工学研究科教授。
千葉大学工学部卒、同大学院工学
研究科で工業意匠専攻修了。トヨ
タ自動車に就職し約30年にわた
りデザイナーを務める。2010年
から千葉大学客員教授を兼任。
2014年、トヨタ自動車を退職し、
千葉大学の教授となる。

▲ 2015年4月に開催されたヤナセ100周年記念デザインコンテ
スト「こんなメルセデスに乗りたい！」で、研究室所属の大木佑太
さんが最優秀賞を獲得。バンパー周りのデザインにこだわったと
いう「GLACLASS＋100km」は実車化され、ヤナセのショールー
ムやイベントなどで展示されたのち、大木さんにプレゼントされ
るとのこと。上の写真は、８月２７日に行われた完成披露会

▲ 学生が作成したポートフォリオ。
「最初はデザインスケッチも描けな
かった学生が、わずか数年で立派な
ポートフォリオを作り上げることに驚
きを感じています」と林先生

▲ 研究室のメンバーは、修士課程2年が5名、修士課程1年が
8名、学部4年が5名の計18名。うち3名が中国と台湾からの
留学生。それぞれが積極的にデザインコンペに参加している

カーデザイナーから教職へと 転じ、後進の育成に尽力

研究室所属の大木佑太さん（修士課程１年）が
ヤナセのデザインコンテストで、最優秀賞を受賞
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INNO
VATION

INFOR
MATION

AWARD

EVENT

EVENT

EVENT

世界に輝く未来志向型の総合大学へ！
平成16年度の国立大学法人化以降、千葉大学では「つねに、より高きものをめざして」を基本理念に掲げ、教養（普遍）教育の充実と教育活

動の国際化を積極的に進めるとともに、学問の多様性を尊重しつつ、世界レベルの基礎研究や応用研究を強力に推進するなど、世界を先導す

る創造的な教育・研究活動の実践を通して、世界に輝く未来志向型の総合大学を目指し、たゆみない挑戦を続けてまいりました。

平成28年度からの第３期中期目標期間を迎えるに当たっては、国内外の急激な社会変化により人類が直面する様々な課題を的確に捉える

とともに、これまでの取り組みから得られた本学の強みや特色、可能性を十分に見極め、本学が有する卓越した研究力と質の高い教育力を、そ

れら課題の解決に向けて効果的に発揮することにより、本学が「世界最高水準の教育研究機能を有する総合大学」としてさらなる発展を遂げて

いくため、この期間における本学のビジョンを策定いたしました。

千葉大学においては、強みとなる独創的な研究分野への戦略的支援や、次世代型イノベーションの創出、自立した個人として、自主的に学び、

グローバル社会の中心となって活躍できる次世代型人材の育成などにより、全学の教職員が一丸となって本ビジョンの実現に向けて取り組ん

でまいります。

Global Innovation

Research

Branding

Synergy

学生の希望により購入された書籍

千葉大学附属図書館に設置された、ひまわり8号
の圧倒的な映像力により映し出される地球の様子

島田氏の講義を熱心に聴く受講生

留学生等を前に被爆体験を語る山脇佳朗氏

左から石田学術国際部長、櫻井准教授（理学研
究科）、徳久学長、松元理事、

男子優勝、女子準優勝を果たした千葉大学体育会
水泳部

スギ花粉エキスを舌の裏に滴下。2分間そのままに
し、その後飲み込む

関東甲信越大学体育大会で
４競技入賞

８
月
16
日
か
ら
８
月
31
日
に
か
け
て
、第
64
回
関

東
甲
信
越
大
学
大
会
が
開
催
さ
れ
、関
東
甲
信
越

地
区
の
大
学
か
ら
約
３
３
０

０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

千
葉
大
学
で
は
４
つ
の
競

技
で
入
賞
し
ま
し
た
。

留学生等に向けた
被爆体験講話会を開催
（長崎県・国際教育センター共催）

ひまわり“が”タネ
プロジェクト

７
月
17
日
、被
爆
体
験
者
が
戦
争
の
悲
惨
さ
を
国

内
の
留
学
生
等
に
伝
え
る
講
話
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。講
話
を
行
っ
た
長
崎
市
の
山
脇
佳
朗
氏
は
自
身

の
被
爆
体
験
を
英
語
で
語
り
、留
学
生
と
日
本
人
学

生
を
あ
わ
せ
た
約
80
人
が
熱
心
に
聴
き
入
り
ま
し

た
。山

脇
氏
は
11
歳
の
頃
自
宅
で
被
爆
し
た
当
時
の

話
を
生
々
し
く
語

り
、「
長
崎
を
地
球

上
で
最
後
の
被
爆
地

と
す
る
た
め
に
力
を

貸
し
て
ほ
し
い
」と

訴
え
ま
し
た
。
ま

た
、講
話
後
の
質
疑

応
答
で
は
留
学
生

等
か
ら
多
く
の
質
問

や
意
見
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

千
葉
大
学
環
境
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
研
究

セ
ン
タ
ー 

（C
E
R
e
S

） 

は
、研
究
向
け
デ
ー
タ
提

供
機
関
と
し
て
、気
象
庁
よ
り
既
に
ひ
ま
わ
り
デ

ー
タ
提
供
を
受
け
て
い
ま
す
。７
月
７
日
、ひ
ま
わ

り
８
号
の
正
式
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
記
念

し
、附
属
図
書
館
に
て
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、ひ

ま
わ
り
８
号
の

圧
倒
的
な
映
像

力
を
４
Ｋ
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
６
枚

に
よ
る
マ
ル
チ

デ
ィ
ス
プ
レ
イ

で
展
示
す
る
の

と
同
時
に
、ひ

ま
わ
り
関
係

者
に
よ
る
講

演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

櫻井建成准教授がひらめき
☆ときめきサイエンス推進
賞を受賞

日
本
学
術
振
興
会
で
は
、ひ
ら
め
き
☆
と
き

め
き
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
い
て
継
続
的
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
、子
ど
も
た
ち
の
科
学
す
る
心
を
育

み
、
知
的
好
奇
心
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
た

研
究
者
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
科
学
研
究
費
助

成
事
業
に
よ
る
研
究
成
果
の
積
極
的
な
社
会
・

国
民
へ
の
発
信
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
表
彰
を
行
っ

て
お
り
、
本
学

か
ら
櫻
井
建
成

准
教
授
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
７
月

27
日
に
行
わ

れ
、
徳
久
学
長

よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

ジェフユナイテッド スポーツ
マネジメント公開講座を開催

７
月
21
日
、普
遍
教
育
科
目「
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」に
お
い
て
、千
葉
大
学
と
包
括
協
定
を
締

結
し
て
い
る
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千
葉
の

代
表
取
締
役
で
あ
る
島
田
亮
氏
を
招
き
、「
Ｊ
リ
ー

グ
の
ク
ラ
ブ
経
営
」と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

本
講
座
で
は
、学
生

と
地
域
の
方
々
に
向
け

て
、「
競
技
を
支
え
る
ビ

ジ
ネ
ス
」に
つ
い
て
授
業

を
展
開
し
、ス
ポ
ー
ツ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点

か
ら
、学
生
が
自
分
の

専
攻
分
野
と
ス
ポ
ー
ツ

の
関
わ
り
に
つ
い
て
新

た
な
視
点
を
見
つ
け
る

き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

舌下免疫療法
8割が花粉症症状改善

千
葉
大
学
病
院
で
は
、平
成
26
年
10
月
よ
り
新

た
に
保
険
適
用
と
な
っ
た「
舌
下
免
疫
療
法
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。こ
の
治
療
法
は
、最
低
２
年
間
、毎

日
１
回
ス
ギ
花
粉
エ
キ
ス
を
舌
の
裏
に
投
与
し
、医

師
と
相
談
し
な
が
ら
体
質
改
善
を
目
指
す
も
の
で

す
。注
射
の
痛
み
も
な
く
、自
宅
で
で
き
る
の
で
通

院
の
負
担
も
少
な
い
た

め
、新
た
な
治
療
法
と

し
て
注
目
を
集
め
て
い

ま
す
。

平
成
26
年
10
月
〜
平

成
27
年
１
月
に
治
療
を

始
め
た
患
者
さ
ん
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、約
８

割
の
方
に
症
状
改
善
が

み
ら
れ
ま
し
た
。

　千葉大学ＳＥＥＤＳ基金

の主な使途は、学生生活環

境の整備、教育研究環境の

整備、学生への奨学金の支

援、国際交流事業の推進な

どです。

　学生、若手研究者がより

良いキャンパスライフを送

れるよう、ご支援・ご協力を

お願いいたします。

ご支援・ご協力のお願い
チャレンジを支え、人を育てる基金です。

http:// kikin-chiba-u.jp/詳しくは

ホームページから寄付の申し込みの手続きができます。

T O P I C S

１
９
４
５
年
７
月
、激
し
い
空
襲
を
受
け
た
千
葉

市
内
で
は
、千
葉
医
科
大
学
も
、附
属
病
院（
現
・
医

学
部
本
館
）を
除
き
、焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
下
で
、６
月
に
医
大
附
属
医
学

専
門
部
を
、８
月
に
は
学
部
も
長
野
県
下
伊
那
郡

へ
疎
開
さ
せ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
す
。し
か
し
、こ

の「
千
葉
医
科
大
学
天
竜
分
室
」開
講
式
挙
行
の
５

日
後
に
戦
争
が
終
わ
り
ま
し
た
。医
療
資
材
の
一
部

は
同
地
に
寄
付

さ
れ
、
そ
れ
を

活
か
し
た
「
長

野
県
立
阿
南
病

院
」が
１
９
４
８

年
に
誕
生
し
、

現
在
も
地
域
医

療
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。（
国
際

教
育
セ
ン
タ
ー 

見
城
悌
治
）

戦時中、
長野県に疎開した医学部 千葉大学

知りたい

戦局が厳しくなり、外壁に迷彩（カムフラー
ジュ）がほどこされた旧千葉医大附属病院
（現在の医学部）

競技種目

ラグビー、水泳（男子）

テニス（男子）、水泳（女子）、バドミントン（男子）

バドミントン（女子）

成　績

優　勝

準優勝

第３位

QUIZ 1945年8月に医学部が疎開していた場所とは？

答えはページ下の「もっと知りたい千葉大学」へ

国立大学法人千葉大学 学長

国際社会で活躍できる次世代型人材の育成
●国際未来教育基幹の創設による
　世界水準の教育実践と次世代型人材育成
●「グローバル千葉大学の新生」（スーパーグローバル大学等事業）の
　着実な実施
●国際的なネットワークの構築による教育研究拠点の創成

次世代を担うイノベーションの創出
●イノベーションの創出に向けた産業連携研究の推進・強化
●研究成果の社会実装へ向けた知的財産の確保と活用
●イノベーション創出人材の育成と組織改革

研究三峰（トリプル ピーク チャレンジ） の推進
●グローバルプロミネント研究基幹の創設による
　独創的な次世代研究への戦略的支援
●亥鼻キャンパス高機能化構想による治療学創成に向けた
　未来医療研究拠点形成
●文理の枠を超えた融合型研究の推進

千葉大学ブランディングの強化
●卓越した教育・研究力による国際的な信頼の向上
●戦略的広報活動の推進
●卒業生・企業・社会等との連携強化

教職員による協働体制の強化
●戦略的な大学運営に向けたガバナンス機能の強化
●多様な人材（ダイバーシティ）の活用による教育研究活動の活性化
●リスクマネジメントシステムの充実

千葉大学SEEDS基金
次世代の種～ SEEDSのためのテクノロジーとイノベーションを育てる

V I S I O N

2 0 1 5 - 2 0 2 1 



vol.

2015  SEPTEMBER2015  SEPTEMBER
l.

特 集

特 集特 集

平成28年春、
千葉大学は
こう変わる！

特 集千葉大学の
グローバル人材育成

千 葉 大 学 広 報 誌千 葉 大 学 広 報 誌千 葉 大 学 広 報 誌千 葉 大 学 広 報 誌

vol. I N D E X

41年振りに新設される「国際教養学部」の概要と、
３つの新たな取り組みを紹介

特集　平成28年春、千葉大学はこう変わる！02

・グローバル人材を育成する「４つの改革＋３つの力＋
４つの独自目標」とは？
・「トビタテ！ 留学JAPAN 日本代表プログラム」参加者
の声

特集　千葉大学のグローバル人材育成06

車や公共交通、自転車、車いすなどトランスポーテーション
デザインを研究
̶千葉大学大学院工学研究科デザイン科学専攻製品
デザイン研究室̶

研究室訪問08

TOPICS / もっと知りたい千葉大学10
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編集・発行／千葉大学 企画総務部渉外企画課広報室　　〒263-8522　千葉市稲毛区弥生町1番33号
TEL. 043-251-1111（代表）　　http://www.chiba-u.ac.jp　　E-mail : bag2018@of f ice.chiba-u.jp

〔表紙〕夏休みに入り、人も少なくなったアカデミック・リンク・センター前「かたらいの森」



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.7
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo false
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 100
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 1.30
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 10
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 300
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects true
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
>
    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e5c4f5e55663e793a3001901a8fc775355b5090ae4ef653d190014ee553ca901a8fc756e072797f5153d15e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc87a25e55986f793a3001901a904e96fb5b5090f54ef650b390014ee553ca57287db2969b7db28def4e0a767c5e03300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for on-screen display, e-mail, and the Internet.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>
>
    /HRV <>
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020d654ba740020d45cc2dc002c0020c804c7900020ba54c77c002c0020c778d130b137c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor weergave op een beeldscherm, e-mail en internet. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (sRGB IEC61966-2.1)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing false
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


